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■
第
81
巻
【
旅
行
・
交
通
（
海
陸
交
通
）】（
収
録
2
点
）

増
補
日
本
汐
路
之
記
（
ぞ
う
ほ
に
ほ
ん

し
お
じ
の
き

）
高
田
清
兵
衛
（
境
清
兵
衛
・
高
田
政
度
・
堺
屋
清
兵
衛
・
高
田
嘉
平
治
）
編
・
序
。
明
和
7
年
10
月
刊
。

［
大
阪
］
高
田
清
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
多
く
の
船ふ

な
お
さ翁

と
40
年
以
上
の
親
交
が
あ
る
編
者
が
見
聞
・
取
材
し
た
「
海
路
行
程
、
礒
・
嶋
・
瀬
戸
・

灘
等
の
難
所
、
湊
の
善よ

し

悪あ
し

」
か
ら
「
津
々
浦
々
の
汐
が
か
り
（
船
を
停
泊
さ
せ
て
潮
時
を
待
つ
こ
と
）」
ま
で
の
情
報
を
編
集
し
た
海
路
用
道

中
記
。
行
程
を
拾
う
と
、
大
坂
よ
り
江
戸
着
東
海
廻
り
、
江
戸
よ
り
奥
州
南
部
東
廻
り
、
下
之
関
よ
り
津
軽
青
森
迄
北
国
廻
り
、
大
坂
よ
り
下

之
関
迄
瀬
戸
内
船
路
、
下
之
関
よ
り
長
崎
、
肥
前
松
嶋
よ
り
肥
後
川
尻
、
椛か

ば

嶋し
ま

よ
り
京
泊
迄
薩
摩
路
并
日
向
路
海
上
、
豊
前
小
倉
よ
り
薩
州
鹿

児
嶋
、
肥
後
熊
本
よ
り
八
代
、
豊
後
道
中
府
内
よ
り
熊
本
、
肥
前
轟
木
よ
り
長
崎
、
肥
後
熊
本
よ
り
肥
前
佐
賀
、
佐
賀
よ
り
唐
津
福
岡
、
小
浜

よ
り
長
崎
な
ど
22
航
路
を
載
せ
、
巻
末
に
「
風
雨
を
知
る
事
」「
略
歴
（
明
和
7
～
11
年
）」「
潮
の
満
干
」
等
の
記
事
を
付
す
。

海
陸
道
中
行
程
図
鑑
（
か
い
り
く
ど
う
ち
ゅ
う

こ
う
て
い
ず
か
ん
　

）
作
者
不
明
（
鳥
飼
酔
雅
（
吉
文
字
屋
市
兵
衛
）
か
）。
天
保
7
年
（1836

）
6
月
刊
。［
江
戸
］
須

原
屋
茂
兵
衛
（
千
鐘
房
）
板
。　

▽
序
文
に
よ
れ
ば
、先
行
書
「
本
朝
行
程
之
書
」（
鳥
飼
酔
雅
（
吉
文
字
屋
市
兵
衛
）
編
、寛
延
4
年
（1751

）

刊
『
海
陸
行
程
細
見
記
』
か
）
の
増
補
改
訂
版
と
い
う
。
日
本
全
国
の
主
要
街
道
の
位
置
や
路
程
（
宿
駅
間
の
里
数
や
道
中
の
情
報
な
ど
）
や

関
連
情
報
を
記
し
た
道
中
記
で
、
凡
例
に
「
日
本
の
地
理
丸
き
を
長
く
画か

き
の
ぶ
る
ゆ
へ
に
、
方
角
に
か
ゝ
は
ら
ず
順
道
を
記
す
。
是
に
よ
つ

て
其
初
め
に
日
本
全
図
を
し
る
し
載
す
。
西
は
朝
鮮
よ
り
釜
山
海
、
対
馬
、
壱
岐
五
島
、
平
戸
、
長
崎
等
、
東
は
奥
州
仙
台
、
森
岡
、
弘
前
、

津
軽
、
松
前
、
蝦
夷
の
渡
口
に
至
迄
其
間
往
来
の
馬
次
、
道
筋
、
船
着
等
都す

べ

て
大
略
を
記
し
て
も
る
ゝ
事
な
し
」
と
あ
る
。
道
中
行
程
図
に
は

馬
次
・
船
着
、
名
所
・
山
・
坂
・
峠
・
川
、
国
境
、
船
路
、
舟
渡
、
城
下
な
ど
を
記
号
で
示
す
。
ま
た
、
余
白
に
「
南
部
津
軽
名
所
歌
」
等
の

名
所
和
歌
や
、「
奥
名
所
」
等
の
関
連
情
報
も
記
す
。「
江
戸
ヨ
リ
大
坂
迄
東
海
道
駄
賃
附
」「
大
坂
ヨ
リ
長
崎
道
中
」「
道
中
荷
物
掛
目
御
定
」

等
の
駄
賃
・
問
屋
関
連
の
情
報
、「
潮し

お
の
み
ち
ひ

汐
満
干
」「
旅
立
の
歌
」
な
ど
も
付
す
。

増補日本汐路之記（81 巻）

＊各巻
分売可

海陸道中行程図鑑（81 巻）

饑
年
要
録（
82
巻
）

救荒孫之杖（82 巻）

収録内容紹介 ＊見本縮小
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■
第
82
巻
【
災
異
（
地
震
・
救
荒
）】（
収
録
7
点
）

饑
年
要
録
（
き
ね
ん
　

よ
う
ろ
く

）
福
沢
憲の

り
は
る治

（
彦
四
郎
・
六
郎
兵
衛
・
駒
嶺
）
作
。
天
保
7
年
10
月
刊
。［
信
州
福
岡
］
福
沢
氏
施
印
。　

▽
信
州

伊
那
郡
上
穂
村
（
現
、
長
野
県
駒
ヶ
根
市
）
の
豪
農
で
、
天
保
3
年
以
後
続
い
た
飢
饉
に
米
倉
を
開
放
し
て
炊
き
出
し
を
行
い
、
野
草
を

食
料
と
す
る
研
究
も
進
め
た
福
沢
憲
治
が
、
飢
饉
の
最
中
に
著
し
自
ら
施
印
し
た
救
荒
書
。
必
要
悪
の
飢
饉
に
対
処
す
る
に
は
日
頃
の
心

掛
け
が
大
切
な
こ
と
を
諭
し
た
う
え
で
、
天
文
14
年
、
寛
永
19
年
、
延
宝
3
年
、
天
和
元
年
、
享
保
17
年
、
天
明
3
・
6
年
と
周
期
的
に

飢
饉
が
発
生
し
た
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
と
り
わ
け
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
天
文
14
年
、
天
明
3
・
6
年
、
天
保
4
年
の
飢
饉
に
つ
い
て

は
経
緯
や
惨
状
を
詳
述
す
る
。
そ
し
て
、
恒
常
的
な
飢
饉
対
策
の
必
要
を
指
摘
し
、
倹
約
と
吝
嗇
の
違
い
、
非
常
時
の
備
蓄
（
義
倉
）
の

必
要
性
、
為
政
者
に
よ
る
倹
約
・
備
蓄
・
防
災
の
教
諭
、
救
荒
食
物
（
代
用
食
）
の
あ
ら
ま
し
を
記
す
。
昭
和
11
年
（1936

）
刊
の
複

製
本
も
抄
録
。

救
荒
孫
之
杖
（
き
ゅ
う
こ
う

ま
ご
の
つ
え

）
雲
洞
作
。（
神
竜
・
枕
雲
洞
・
法
天
・
無
心
庵
）
天
保
8
年
3
月
刊
。［
越
後
笠
槙
］
優
学
館
蔵
板
。　

▽
古

代
か
ら
天
保
期
に
い
た
る
日
本
の
飢
饉
の
歴
史
や
飢
饉
の
惨
状
、
ま
た
、
飢
饉
の
予
兆
や
越
後
に
お
け
る
飢
饉
に
つ
い
て
述
べ
、
さ
ら
に
、

飢
饉
時
の
救
荒
食
や
、
瀕
死
の
人
に
対
す
る
救
命
法
に
も
言
及
し
た
絵
入
り
の
救
荒
書
。
内
容
は
「
本
朝
飢
饉
運
数
之
事
」「
飢
饉
先
兆

の
事
」「
奥
羽
飢
饉
風
説
の
事
」「
古
今
人
情
生
計
く
ら
べ
」、「
飢
饉
扶ふ

食じ
き

糧
製
（
実み

の

類る
い

・
根
類
・
嫩わ

か

葉ば

類
・
荒
地
に
植
べ
き
物
・
干ほ

し

糧が
て

に

し
て
長
貯
へ
ら
る
ゝ
物
・
海
産
長
く
貯
へ
ら
る
ゝ
物
・
獣
肉
・
糧
物
の
心
懸
に
蒔
植
べ
き
物
・
粃ぬ

か

味
噌
製
法
・
飢
饉
の
時
、
雑
食
い
た
し

喰
あ
た
り
に
用
る
法
）」「
各
種
救
命
法
（
餓う

え

莩じ
に

を
救
う
法
、
并
餓う

え

人び
と

凍こ
ご
え
じ
に

死
の
救
法
・
縊

く
び
く
く
り
じ
に

死
を
救
う
法
・
溺

み
ず
お
ぼ
れ
じ
に

死
を
救
う
法
ほ
か
）」
な
ど
。

社
倉
勧
喩
并
附
言
（
し
ゃ
そ
う
か
ん
ゆ

な
ら
び
に
ふ
げ
ん

）
足
代
弘ひ

ろ
の
り訓

（
度
会
弘
訓
・
足
代
翁
・
寛
居
）
作
。
沢
屋
重
衛
門
編
・
付
言
。
嘉
永
4
年
（1851

）

冬
刊
。［
宮
田
］
沢
屋
重
右
衛
門
板
。 

▽
飢
饉
・
災
害
等
の
非
常
時
に
備
え
穀
物
を
備
蓄
す
る
「
社
倉
」
の
方
法
と
心
得
を
説
い
た
書
。

社
倉
法
は
、
朱
文
公
『
社
倉
記
』
や
張
文
嘉
『
斉
家
宝
要
』
で
説
か
れ
、
山
崎
闇
斎
『
朱
子
社
倉
法
』
に
よ
っ
て
日
本
に
も
広
く
紹
介
さ

れ
た
。「
夫
、
善
事
を
行
ふ
事
は
、
人
を
救
ふ
よ
り
大
な
る
は
な
し
。
人
を
救
ふ
に
は
、
飢
饉
年
に
過
た
る
は
な
し
」
と
起
筆
し
、
飢
饉

時
に
財
力
の
あ
る
仁
者
が
力
の
及
ぶ
限
り
救
援
活
動
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
仁
愛
の
気
持
ち
は
あ
っ
て
も
財
力
が
乏
し
け
れ
ば
そ
れ
は
叶

わ
な
い
、
こ
ん
な
時
、
古
人
が
考
案
し
た
社
倉
法
は
、「
世
の
さ
ま
た
げ
に
も
な
ら
ず
、
国
の
費
に
も
な
ら
ず
し
て
人
を
救
ふ
の
趣
法
」

で
あ
る
と
述
べ
、
各
地
に
「
連つ

れ

」
を
結
成
し
、
一
人
一
人
が
一
日
銭
一
文
ず
つ
を
貯
金
し
、
そ
れ
を
集
め
て
米
穀
を
備
蓄
す
る
積
小
為
大

の
心
掛
け
を
推
奨
す
る
。

凶
荒
図
録
（
き
ょ
う
こ

う
ず
ろ
く

）
小
田
切
春し

ゅ
ん
こ
う

江
（
忠
近
・
伝
之
丞
・
歌
月
庵
喜
笑
。
愛
知
同
好
社
幹
事
）
編
。
明
治
18
年
（1885

）
5
月
刊
。［
名

古
屋
］
愛
知
同
好
社
（
著
者
）
蔵
板
。　

▽
享
保
・
天
明
・
天
保
の
三
大
飢
饉
の
惨
状
や
逸
話
を
、『
報
徳
記
』『
農
業
全
書
』『
続
西
遊
記
』

『
農
喩
』『
天
明
年
中
凶
歳
日
記
』『
饑
年
要
録
』『
済
急
記
聞
』
等
に
取
材
し
て
描
い
た
淡
彩
刷
り
絵
本
。
見
開
き
を
基
本
と
す
る
挿
絵
で
、

「
二
宮
金
次
郎
先
生
、
茄
子
を
喰
し
て
凶
荒
を
知
る
図
、
付
、
貝
原
楽
軒
翁
の
喩
言
」

「
名
古
屋
藩
施
行
の
図
」「
道
路
に
於
て
飢
人
砂
を
喰
ふ
図
」「
九
州
地
方
凶
荒
、
橘

南
谿
翁
話
の
図
」「
西
国
飢
饉
、
金
を
持
て
餓
死
せ
し
図
」「
奥
州
凶
歳
、
飢
民
出
羽

に
流
落
す
る
図
」「
同
児ち

ご

飢
て
母
の
乳
房
を
喰
切
、
并
に
、
親
の
股
に
喰
付
図
」「
同

一
村
尽
く
餓
死
し
て
亡
所
と
な
る
図
」「
鈴
木
金
右
衛
門
、
衣
服
を
売
尽
し
て
窮
民

を
救
ふ
図
」「
義
農
作
兵
衛
、
種く

さ

麦む
ぎ

を
枕
と
し
て
餓
死
す
る
図
」「
凶
歳
に
塩
気
を
含

め
る
筵
を
熬
り
て
食
す
る
図
」「
蟻
蜂
食
を
畜
へ
て
冬
春
を
凌
ぐ
の
図
」
な
ど
18
図

を
掲
げ
、
総
振
り
仮
名
の
平
易
な
解
説
文
を
添
え
る
。
巻
末
に
「
救
荒
草
木
一
覧
」

と
「
有
毒
草
木
一
覧
」
を
付
す
。
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社倉勧喩并附言（82 巻）

凶荒図録（82 巻）
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地
震
考
（
じ
し
ん

こ
う

）
小
島
濤と

う
ざ
ん山

（
小
嶋
好
謙
・
思
斎
堂
主
人
）
作
。
小
島
東と

う

隴ろ
う

庵あ
ん

編
・
補
。
文
政
13
年
（1830

）
7
月
刊
。［
京
都
］
著
者
蔵
板

（
斉
政
館
都
講
、
小
嶋
氏
蔵
板
）。　

▽
文
政
13
年
7
月
2
日
（1830

年
8
月
19
日
）、
申
の
刻
（
午
後
3
～
5
時
）
に
発
生
し
た
京
都
地
震
を

契
機
に
、
地
震
に
ま
つ
わ
る
妄
説
を
排
除
し
、
本
朝
の
地
震
の
歴
史
や
諸
文
献
『
類
聚
国
史
』『
三
代
実
録
』『
皇
帝
紀
抄
』『
方
丈
記
』『
天
文

考
要
』『
本
朝
天
文
志
』『
径
世
衍
義
』『
天
文
考
要
』『
和
漢
三
才
図
会
』
な
ど
か
ら
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
論
じ
た
書
。
ま
た
、
人
々

の
不
安
や
迷
い
を
解
く
た
め
、『
天
経
或
問
』
に
基
づ
き
、
今
回
の
京
都
地
震
も
地
球
規
模
か
ら
す
れ
ば
極
め
て
局
地
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
「
地
球
図
」
を
用
い
て
解
説
し
、
地
震
に
は
「
心
（
震
源
地
）」
が
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
四
方
に
揺
れ
が
広
が
る
こ
と
や
、
各
地
に
お
け
る
大

地
震
の
予
兆
に
つ
い
て
も
縷
々
紹
介
す
る
ほ
か
、
地
震
を
予
知
し
た
享
保
年
間
の
盲
人
四
方
市
の
故
事
や
地
震
の
原
因
に
関
す
る
考
察
な
ど
を

記
す
。

地
震
年
代
記
（
じ
し
ん
ね

ん
だ
い
き

）
無
名
氏
編
。
安
政
3
年
頃
刊
。［
大
阪
］
文
麗
堂
（
播
磨
屋
利
助
）
板
。　

▽
諸
文
献
に
基
づ
い
て
本
朝
の
地
震
史

を
総
覧
し
た
う
え
で
、
安
政
2
年
10
月
2
日
の
大
地
震
の
詳
細
を
報
告
し
た
書
。『
埃あ

い
の
う
し
ょ
う

嚢
鈔
』
の
地
震
動ゆ

り

吉
凶
の
占
法
や
仏
説
に
基
づ
く
4
種

の
地
震
に
触
れ
、安
政
大
地
震
が
「
帝
釈
動
」
で
あ
っ
て
決
し
て
凶
兆
で
は
な
く
「
兎
に
も
角
に
も
い
と
め
で
た
き
世
直
し
」
と
位
置
づ
け
、「
上

代
よ
り
の
地
震
を
古
今
の
書
籍
よ
り
鈔
略
・
取
詮
し
て
、
今
度
（
安
政
大
地
震
）
の
に
い
く
ら
も
勝
る
地
震
数
十
度
あ
り
し
か
ど
、
世
の
衰
弊

す
る
に
も
あ
ら
ず
、
弥
栄
え
に
さ
か
え
て
天
地
と
共
に
窮
り
な
き
我
葦
原
の
中
国
の
泰
平
万
々
歳
た
る
よ
し
を
人
々
に
知
ら
せ
参
ら
せ
ん
」
と

出
版
の
意
図
を
披
瀝
す
る
。
前
半
部
は
古
代
か
ら
の
地
震
の
記
録
を
記
載
し
、
後
半
部
に
は
、
安
政
大
地
震
の
江
戸
府
内
の
被
害
状
況
な
ど
を

18
地
域
別
に
、
ま
た
江
戸
を
起
点
と
す
る
街
道
筋
近
郷
の
罹
災
状
況
を
、「
潰
家
一
万
四
千
二
百
四
十
一
軒
ト
千
三
百
三
棟
、
潰
土
蔵

千
六
百
四
十
九
ヶ
所
…
」
の
よ
う
に
記
載
す
る
。「
須
佐
之
男
命
が
国
を
ゆ
す
る
図
」「
東
大
寺
盧
舎
那
仏
罹
災
図
」「
伏
見
大
地
震
図
」「
江
戸

地
震
出
火
一
覧
」「
安
政
大
地
震
後
の
御
救
小
屋
風
景
」
な
ど
6
葉
の
口
絵
・
挿
絵
を
収
め
る
。

〈
御
府
内
・
五
街
道
〉
大
地
し
ん
（
ご
ふ
な
い
・
ご
か
い

ど
う-

お
お
じ
し
ん

）
御ご

安あ
ん

台た
い

賤し
ず

丸ま
る

作
。
安
政
3
年
頃
刊
。［
江
戸
カ
］
調
集
堂
板
。　

▽
表
紙
と
も
5
丁
の

小
冊
子
で
、
安
政
2
年
10
月
2
日
の
大
地
震
の
模
様
や
そ
の
被
害
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
に
報
告
し
た
も
の
。
江
戸
府
内
各
地
の
惨
状
を
次
々

列
記
、
周
辺
部
や
街
道
筋
の
罹
災
状
況
に
も
言
及
し
、
今
回
の
被
害
が
明
暦
の
大
火
を
超
え
る
も
の
で
死
者
も
数
知
れ
ず
、
荷
車
や
船
で
死
体

が
寺
院
へ
運
ば
れ
る
有
様
は
見
る
に
堪
え
な
い
も
の
だ
が
、翌
日
に
は
鎮
火
し
、時
折
余
震
が
あ
っ
て
も
特
別
な
事
は
な
い
と
述
べ
た
後
で
、「
町

数
五
千
三
百
七
十
余
崩
」「
御
屋
敷
二
千
五
百
六
十
余
軒
損
ず
」「
寺
院
堂
社
三
万
九
千
六
百
三
十
ヶ
所
」「
土
蔵
の
数

五
億
八
万
九
千
七
百
八
十
六
ヶ
所
」
と
罹
災
規
模
を
具
体
的
に
示
す
一
方
、「
軽
き
者
へ
は
そ
れ
ぞ
れ
御
手
当
・
御
救
米
被
下
置
、
四
民
安
堵

に
帰
し
、
鼓
腹
し
て
御
仁
徳
あ
ふ
ぎ
奉
る
は
、
実
に
目
出
度
事
ど
も
な
り
」
と
為
政
者
の
救
恤
を
讃
え
て
、「
か
ゝ
る
凶
変
の
う
ち
に
か
く
ま

で
調
集
な
す
は
、
遠
国･

他
邦
の
親
族
へ
告
知
ら
し
め
て
安
堵
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
思
ふ
の
老
婆
心
な
り
」
と
記
す
。

地
震
考（
82
巻
）

地震年代記（82 巻）

＊各巻
分売可

〈御府内・五街道〉大地しん（82 巻）

収録内容紹介 ＊見本縮小
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■
第
83
巻
【
仏
教
（
般
若
心
経
）】（
収
録
6
点
）

般
若
心
経
絵
抄
（
は
ん
に
ゃ
し
ん

ぎ
ょ
う
え
し
ょ
う

）
玉ぎ

ょ
く
せ
ん
う
ん
き

川
雲
起
（
一
真
）
作
。
天
明
2
年
5
月
初
刊
。［
大
阪
］
秋
田
屋
太
右
衛
門
ほ
か
板
。　

▽
般
若
心
経
の

絵
入
り
注
釈
書
。
正
式
名
称
を
「
摩
謌
般
若
」「
波
羅
蜜
多
」「
心
経
」
の
三
つ
に
分
け
、
例
え
ば
「
摩
謌
般
若
」
と
は
「
大
智
恵
」
の
こ
と
で

人
々
に
本
来
備
わ
っ
た
も
の
だ
が
、
小
智
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
大
智
恵
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
諭
し
て
大
智
・
小
智
な
ど
を
順
々
に
読
み
解

く
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
詳
し
く
解
説
。「
観
自
在
菩
薩
…
」
以
下
の
般
若
心
経
本
文
を
一
句
な
い
し
数
句
か
ら
な
る
二
五
段
に
分
け

て
施
注
す
る
が
、
特
に
「
照
見
五
蘊
皆
空
、
度
一
切
苦
厄
」「
不
生
不
滅
、
不
垢
不
浄
、
不
増
不
減
」「
乃
至
、
無
老
死
、
亦
無
老
死
尽
」
の
三

カ
所
は
頁
を
費
や
し
て
詳
し
く
解
説
。
本
文
中
に
挿
絵
4
葉
（
盗
賊
・
往
来
の
人
々
・
酒
宴
遊
興
・
恒
河
）
を
挿
入
。

般
若
心
経
和
解
（
は
ん
に
ゃ
し
ん

ぎ
ょ
う
わ
げ

）
作
者
不
明
。
天
明
2
年
（1782

）
4
月
初
刊
。［
京
都
］
蓍
屋
儀
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
般
若
心
経
の
題
号
と
、

本
文
各
句
の
語
注
や
文
意
を
詳
し
く
解
説
し
た
注
釈
書
。「
文
字
学
者
の
為
に
せ
ず
。
教
相
（
仏
教
諸
宗
の
教
義
理
論
）
の
名
目
（
呼
称
）
も

少
な
し
。
簡
に
し
て
要
な
り
。
言

こ
と
ば
の
あ
や

文
な
さ
ず
麁そ

に
し
て
惑
な
し
」（
序
）。
本
文
3
分
の
1
を
費
や
し
て
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
」
を
注
し
、

題
号
の
解
説
に
重
点
を
置
く
の
が
特
徴
。「
心
経
」
と
は
「
唯た

だ

自み
ず
か
らの

心
を
説と

き

顕あ
ら
わし

た
」
も
の
で
、こ
れ
は
心
経
に
限
ら
ず
「
一
切
の
経
論
・
祖
録
、

皆
自
心
を
説
顕
た
る
も
の
な
り
」
と
喝
破
。「
照
見
五
蘊
皆
空
、
度
一
切
苦
厄
」
と
「
無
苦
・
集
・
滅
・
道
。
無
智
、
亦
無
得
」
の
二
段
の
注

釈
が
長
文
で
あ
り
、
前
掲
『
般
若
心
経
絵
抄
』
と
比
重
の
置
き
方
に
相
違
が
あ
る
。
注
釈
は
総
じ
て
口
語
調
。
序
文
を
書
い
た
知
真
庵
は
、
江

戸
中
期
、
天
明
頃
の
僧
侶
（
京
都
清
閑
寺
住
職
）
で
、
手
島
堵
庵
に
師
事
し
た
心
学
者
。

般
若
心
経
鈔
図
会
（
は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ

う
し
ょ
う
ず
え
　

）
辻
本
基
定
（
源
基
定
）
編
。
天
保
15
年
（1844

）
初
刊
。［
京
都
］
堺
屋
仁
兵
衛
（
尚
書
堂
）
板
。　

▽
絵
入
り
注
釈
書
。「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
」
の
題
号
を
詳
し
く
説
き
、「
般
若
」
は
智
恵
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
は
世
間
で
言
う
「
分
別
・

才
覚
」
な
ど
の
「
小
智
」
と
は
別
次
元
の
「
大
智
」
で
あ
り
、「
心
経
」
と
は
「
般
若
の
心
」、
そ
し
て
、
仏
が
こ
の
経
を
説
い
た
の
は
「
本
覚

の
智
恵
を
も
つ
て
一
切
の
衆
生
を
し
て
妄
心
・
も
ふ
ね
ん
（
妄
念
）
を
除
き
正
し
め
て
生し

ょ
う
じ死

大
海
の
こ
の
岸
を
わ
か
れ
て
不
生
不
滅
の
ね
は
ん

（
涅
槃
）
の
彼
岸
に
い
た
ら
し
め
て
、
衆
生
を
し
て
本
心
・
本
性
を
見
せ
し
め
ん
が
た
め
な
り
」
と
述
べ
、
続
け
て
「
此
法の

り

は
う
け
て
た
も
て

る
玉
な
れ
ば
、
永
き
よ
て
ら
す
宝
成
け
り
」
以
下
14
首
の
和
歌
（
道
歌
）
を
掲
げ
る
よ
う
に
、
注
釈
文
の
随
所
に
道
歌
を
数
多
く
列
挙
す
る
の

が
特
徴
。「
釈
尊
と
弟
子
」「
白
象
に
乗
る
遊
女
江
口
（
西
行
や
一
休
が
遊
女
と
や
り
と
り
す
る
問
答
歌
を
掲
げ
る
）」「
花
見
」
な
ど
挿
絵
4
葉

を
載
せ
る
。

般
若
心
経
絵
抄（
83
巻
）

般
若
心
経
和
解（
83
巻
）

般若心経鈔図会（83 巻）
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般
若
心
経
和
訓
図
会
（
は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ

う
わ
く
ん
ず
え

）
山
田
野
亭
（
山
田
案
山
子
・
好
華
（
花
）
堂
・
大
和
屋
圭
蔵
）
作
。
松
川
半
山
（
翠
栄
堂
）
画
。
天

保
15
年
（1844

）
3
月
初
刊
。［
大
阪
］
藤
屋
善
七
・
秋
田
屋
太
右
衛
門
板
。　

▽
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
往
来
物
や
通
俗
教
訓
書
を

多
数
手
掛
け
た
大
坂
の
作
家
と
絵
師
、
す
な
わ
ち
山
田
野
亭
と
松
川
半
山
に
よ
る
絵
入
り
注
釈
書
。「
此
書
は
、
般
若
心
経
を
真
読
・
訓
読
両

点
と
も
平
仮
名
付
に
し
、
且
ま
た
、
一
字
一
句
ご
と
に
委
し
く
註
解
し
、
悉
く
絵
図
を
加
へ
し
珍
書
な
り
。
夫
、
こ
の
心
経
は
大
般
若
経
六
百

巻
の
中
よ
り
肝
要
の
文
を
抜ぬ

き

萃い
だ

せ
し
妙
経
に
て
、
読
誦
す
る
人
は
福
を
増
し
、
禍
を
は
ら
ひ
、
心
経
功
力
の
広
大
な
る
こ
と
を
し
り
や
す
き
書

物
、
こ
れ
に
ま
さ
る
書
な
し
」（
巻
末
広
告
）。
上
下
2
巻
。
注
釈
に
は
、
平
易
か
つ
丁
寧
な
語
注
・
通
釈
の
ほ
か
に
、
し
ば
し
ば
故
事
を
添
え

る
た
め
、「
深
草
の
少
将
百も

も

夜よ

通
い
」
や
「
巴は

き
ょ
う峡

の
猿
（
母
猿
断
腸
の
故
事
）」
な
ど
多
く
の
挿
絵
（
15
図
）
を
施
す
の
が
特
徴
。
下
巻
末
尾
に

「
秘
密
般
若
略
解
」
と
題
し
て
「
羯
諦
羯
諦
…
」
以
下
17
字
の
真
言
の
大
意
を
載
せ
、
梵
字
の
表
記
（
神
呪
梵
字
）
も
示
す
。

二
時
食
作
法
文
諺
註
余
説･

般
若
心
経
略
諺
註
（
に
じ
じ
き
さ
ほ
う
も
ん
げ
ん
ち
ゅ
う
よ
せ
つ
・
は
ん
に
ゃ
し

ん
ぎ
ょ
う
り
ゃ
く
げ
ん
ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
し
ゃ
く
え
し
ょ
う

）
十
阿
（
義
聞
）
作
。
嘉
永
元
年
（1848

）
以

前
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
前
半
に
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
略
諺
註
」、
後
半
に
「
食
時
作
法
文
諺
註
余
説
」
を
収
録
し
た
仏
書
。
前
半

は
般
若
心
経
の
簡
潔
・
平
易
な
注
釈
書
。
古
来
の
訳
本
が
11
種
あ
り
、中
で
も
鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
う

訳
（『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』）
と
玄
奘
三
蔵
訳
（『
般

若
波
羅
蜜
多
心
経
』）
の
2
訳
が
流
布
す
る
が
、本
書
が
玄
奘
訳
に
基
づ
く
と
す
る
。
注
釈
文
の
長
さ
は
各
段
と
も
1
・
2
頁
で
ほ
ぼ
均
等
だ
が
、

「
舎
利
子
。
是
諸
法
空
相
」
の
段
は
5
頁
超
で
特
に
詳
し
い
。
し
ば
し
ば
概
念
を
図
式
化
す
る
の
が
特
長
（
小
乗
七
十
五
法
図
、
大
乗
百
法
図
、

五
蘊
之
図
、
四
諦
図
な
ど
）。
後
半
「
食
時
作
法
文
諺
註
余
説
」
は
、
律り

っ
け家

（
律
宗
）
に
お
け
る
食
作
法
（
食
事
の
際
の
宗
教
的
儀
式
・
作
法
）

を
問
答
形
式
で
解
説
し
た
も
の
。

般
若
心
経
絵
入
講
釈
（
は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ
う

え
い
り
こ
う
し
ゃ
く

）
近
沢
幸
山
（
桃
堂
）
編
注
。
一
光
斎
芳
盛
（
歌
川
芳
盛
・
三
木
光
斎
）
画
。
万
延
元
年
（1860

）

4
月
刊
。［
江
戸
］
若
林
喜
兵
衛
（
玉
養
堂
）
板
。　

▽
前
掲
の
山
田
野
亭
作
『
般
若
心
経
和
訓
図
会
』
の
注
釈
と
挿
絵
を
模
倣
し
て
編
ん
だ

絵
入
り
注
釈
書
。
上
段
頭
書
に
し
ば
し
ば
『
和
訓
図
会
』
と
同
様
の
挿
絵
37
葉
と
詞こ

と
ば
が
き書

、
ま
た
、
般
若
心
経
の
書
き
下
し
文
を
載
せ
、
下
段
本

文
欄
に
は
『
和
訓
図
会
』
と
同
じ
段
落
で
、
ほ
ぼ
同
文
か
一
部
割
愛
ま
た
は
改
編
し
た
注
釈
文
を
割
注
形
式
で
載
せ
る
（
基
本
的
に
こ
の
体
裁

は
経
典
余
師
に
な
ら
っ
た
も
の
）。
例
え
ば
「
深
草
少
将
と
小
野
小
町
」
の
故
事
を
「
平
清
盛
と
常
盤
御
前
」
に
差
し
替
え
た
り
、
越
前
国
朝

倉
郷
の
逸
話
を
下
総
国
葛
飾
郡
の
「
八や

わ
た幡

知
ら
ず
の
森
」
の
話
に
改
編
し
て
あ
る
。

般若心経和訓図会（83 巻）

二
時
食
作
法
文
諺
註
余
説･

般
若
心
経
略
諺
註（
83
巻
）

般
若
心
経
絵
入
講
釈（
83
巻
）

収録内容紹介 ＊見本縮小
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■
第
84
巻
【
祭
祀
（
葬
祭
）】（
収
録
8
点
）

非
火
葬
論
（
ひ
か
そ

う
ろ
ん

）
安
井
真さ

ね
す
け祐

（
帰
正
庵
）
作
。
享
保
2
年
（1717

）
9
月
刊
。［
江
戸
］
戸

蔵
屋
喜
兵
衛
板
。　

▽
も
と
京
都
の
僧
侶
で
、
後
に
還
俗
帰
儒
し
た
著
者
が
、
父
母
を
火
葬
し

た
己
の
後
悔
を
他
人
に
味
わ
わ
せ
な
い
た
め
に
、
火
葬
の
起
源
、
火
葬
の
非
道
と
残
酷
さ
、
火

葬
を
広
め
た
仏
教
の
矛
盾
や
問
題
点
を
指
摘
し
た
仮
名
書
き
の
書
。
益
軒
か
ら
「
世
教
に
補
ひ

あ
る
こ
と
大
な
り
」
と
評
価
さ
れ
た
が
脱
稿
か
ら
30
余
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
。
火
葬
が
「
不
孝

第
一
の
所し

わ
ざ為

」
で
「
人
情
自
然
の
彜

い
・
つ
ね（

人
が
常
に
守
る
べ
き
道
）」
に
背
く
行
為
で
あ
る
こ
と
、「
父

母
を
愛
し
み
敬
ま
ふ
」
の
は
「
良
知
良
能
の
天
然
」
で
あ
り
、
父
母
の
遺
体
を
大
切
に
す
る
の

は
「
愛
敬
の
心
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
説
く
。
そ
も
そ
も
火
葬
は
古
代
中
国
の
極
刑
で
あ
り
、

火
葬
で
穢
れ
た
煙
を
神
国
の
空
に
た
な
び
か
せ
る
の
は
最
も
禁
忌
す
べ
き
も
の
と
非
難
。
ま
た

「
愛
敬
の
本
心
」
や
「
人
情
自
然
の
彜
」
を
妄
想
と
み
な
し
、
未
来
応
報
説
や
念
仏
宗
の
悪
人
正

機
説
で
社
会
秩
序
を
維
持
せ
ん
と
す
る
仏
教
の
教
え
は
、
火
葬
同
様
に
有
害
無
益
と
論
断
す
る
。

日
本
養
子
説･

非
火
葬
論
（
に
ほ
ん
よ
う
し
せ

つ
・
ひ
か
そ
う
ろ
ん

）　
「
日
本
養
子
説
」
は
跡
部
良よ

し

顕あ
き
ら（

光
海
・
良
賢
）

作
。「
非
火
葬
論
」
は
安
井
真
祐
（
帰
正
庵
）
作
。 「
日
本
養
子
説
」
は
享
保
7
年
（1722

）
10

月
作
。「
非
火
葬
論
」
は
安
政
3
年
（1856

）
8
月
刊
。
安
中
藩
板
。　

▽
「
日
本
養
子
説
」
は
、

皇
統
に
お
け
る
養
子
の
事
例
を
示
し
て
養
子
の
必
要
と
そ
の
道
理
を
諭
し
た
書
。『
日
本
書
紀
』

神
代
巻
（
上
）
の
天
照
大
神
の
勅
「
其
の
物も

の

根ざ
ね

を
原た

ず

ぬ
れ
ば
、則
ち
八や

坂さ
か

瓊に

之の

五い

百ほ

箇つ

御み
す
ま
る統

は
是
、

吾
が
物
也
。
故
に
彼
の
五
男
神
は
悉
く
是
れ
吾
が
児
な
り
。
乃
ち
子み

こ

を
取
り
て
養ひ

だ

し
き
」
を
引

い
て
、
こ
れ
を
「
我
国
養
子
の
始
」
と
し
、
以
下
、
成
務
天
皇
が
日
本
武
尊
の
子
を
養
子
に
し

て
譲
位
し
た
こ
と
な
ど
皇
統
に
お
け
る
養
子
の
例
を
い
く
つ
か
示
し
、
末
代
に
お
い
て
は
「
気

化
も
薄
く
、
上
下
男
女
を
生
ず
る
事
も
古
に
及
ば
ざ
れ
ば
、
子
な
き
も
の
は
養
子
の
義
な
く
て

は
叶
は
ぬ
こ
と
」
と
述
べ
て
養
子
の
必
要
性
を
強
調
し
、
そ
の
心
得
を
述
べ
る
。「
非
火
葬
論
」

は
前
掲
の
享
保
2
年
板
と
同
内
容
だ
が
、
甘
雨
亭
叢
書
本
で
は
、
送
り
仮
名
・
振
り
仮
名
を
省
略
・

割
愛
し
た
り
天
皇
名
の
前
を
欠
字
に
す
る
な
ど
の
改
編
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
甘
雨
亭
主
人
の
跋

（
5
行
）
を
新
た
に
加
え
て
あ
る
。

葬
事
略
記
（
そ
う
じ

り
ゃ
っ
き

）
角つ

の
だ田

忠
行
（
由
三
郎
・
伊
吹
舎
・
墨
縄
）
作
。
江
戸
末
期
初
刊
。

刊
行
者
不
明
。　

▽
老
親
を
持
つ
者
の
心
構
え
や
神
葬
祭
に
お
け
る
準
備
や
儀
式
全
般
を

述
べ
た
葬
祭
書
。
危
篤
の
際
に
、
家
や
自
身
に
つ
い
て
の
心
得
や
遺
言
な
ど
を
全
て
書
き

留
め
る
べ
き
こ
と
、
親
が
死
去
し
た
ら
す
ぐ
に
神
棚
を
封
じ
、
柀ま

き

（
槙ま

き

、
椹さ

わ
ら）

で
棺
を
作

る
こ
と
、
神か

む
い衣

（
神
道
の
死
に
装
束
）
や
副
葬
品
、
納
棺
、
祭
壇
等
に
つ
い
て
な
ど
を
記

す
。
ま
た
、
祭
主
（
喪
主
）
が
告
げ
る
故
人
「
一
世
の
功
業
」
の
文
例
を
掲
げ
た
り
、「
葬

の
後
、
五
十
日
も
過
な
ば
、
お
ご
そ
か
に
墓
碑
を
立
る
ぞ
、
人
の
子
た
る
の
道
に
は
あ
り

け
る
」
と
説
く
。
親
の
肖
像
に
つ
い
て
は
「
或
は
歌
に
て
も
詩
に
て
も
得
意
の
も
の
を
書

せ
」、
あ
る
い
は
、
棺
用
材
の
柀
に
つ
い
て
は
「
此
木
な
く
ば
、
松
の
木
な
ど
用
ふ
べ
し
。

檜
杉
の
類
用
ふ
べ
か
ら
ず
」
な
ど
、
本
文
の
随
所
に
割
注
・
補
注
を
施
す
。

江戸時代庶民文庫〈第２期〉第 5回配本 全５巻（第81～85巻）＊ 2020 年 5月刊

非
火
葬
論（
84
巻
）

非
火
葬
論（
84
巻
）

日
本
養
子
説（
84
巻
）

葬
事
略
記（
84
巻
）

＊各巻
分売可
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喪
儀
略
（
そ
う
ぎ

り
ゃ
く

）
古ふ

る
か
わ川

躬み

行ゆ
き

（
汲
古
堂
）
作
。
慶
応
元
年
（1865

）
７
月
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
冒
頭
の
「
葬

儀
略
」
で
葬
儀
の
あ
ら
ま
し
を
時
系
列
的
に
詳
し
く
説
明
し
、「
葬
具
」
で
葬
祭
用
具
の
説
明
と
図
解
を
掲
げ
、

さ
ら
に
「
襍ぞ

う

式し
き

」
で
祭
文
・
木
牌
・
墓
碑
・
喪
中
心
得
等
を
補
足
し
た
仮
名
書
き
の
神
道
葬
祭
書
。
病
が
重
く
危

篤
に
な
っ
た
ら
、
内
外
を
静
か
に
し
、
遺
言
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
書
き
留
め
、
予
め
霊た

ま
し
ろ璽

を
造
っ
て
お
き
、
臨
終
間

際
に
は
家
の
主
や
葬
礼
関
係
者
は
衣
服
を
改
め
、
手
洗
い
・
口
漱
ぎ
で
身
を
清
め
、
霊
璽
を
机
上
に
置
き
、
筆
と

硯
を
携
え
て
病
床
へ
行
き
、
霊
璽
に
病
人
の
姓
名
を
墨
書
す
る
。
そ
の
際
、
病
人
に
向
か
っ
て
彼
の
霊み

た
まを

霊
璽
に

遷
す
旨
を
密
か
に
告
げ
る
（
そ
の
文
言
も
例
示
）
…
と
い
う
具
合
に
順
序
立
て
て
葬
祭
の
手
順
を
示
す
。
さ
ら
に
、

霊
璽
の
奉
安
や
祭
壇
の
供
え
物
や
飾
り
付
け
、
臨
終
後
の
諸
準
備
、
遺
体
の
身
支
度
と
安
置
、
ま
た
、
こ
れ
ら
に

使
用
し
た
道
具
や
汚
水
等
の
処
理
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
さ
ら
に
、
二
十
四
時
（
埋
葬
前
に
遺
体
を
安
置
す
る
期

間
で
二
日
間
）
以
降
の
儀
式
、
出
棺
か
ら
埋
葬
後
ま
で
の
作
法
や
事
後
処
理
ま
で
を
記
す
。『
喪
儀
略
』
に
多
く

の
加
筆
・
修
正
を
加
え
て
、巻
末
に
「
触じ

ょ
く
え穢

」「
服ぶ

つ
か仮

」
の
附
録
記
事
を
増
補
し
た
増
訂
版
が
後
掲
『
増
訂
喪
儀
略
』

で
あ
る
。

増
訂
喪
儀
略
（
ぞ
う
て
い
そ

う
ぎ
り
ゃ
く

）
古
川
躬
行
（
汲
古
堂
）
作
。
明
治
4
年
刊
（
増
訂
版
）。
古
川
家
蔵
板
。［
大
阪
］
鹿

田
清
七
ほ
か
製
本
。　

▽
前
掲
『
喪
儀
略
』
に
多
く
の
加
筆
・
修
正
を
加
え
て
、
巻
末
に
附
録
記
事
等
を
増
補
し

た
増
訂
版
。
総
じ
て
増
訂
版
で
は
、『
喪
儀
略
』
よ
り
も
本
文
の
文
字
を
小
さ
め
に
記
し
て
記
述
量
を
増
や
し
た

箇
所
が
目
立
つ
。
例
え
ば
、「
沐ゆ

あ
み浴

」
で
は
「
或
は
手た

の
ご
い巾

も
て
頭
の
髪
よ
り
初
め
て
、
能
々
身
体
を
拭
ひ
、
下
体

に
汚け

が
れ穢

あ
ら
ば
、腰
よ
り
已
下
を
洗あ

浄ら

は
ん
も
あ
し
か
ら
じ
」
と
い
う
割
注
を
新
た
に
加
え
る
。
巻
末
附
録
は
『
喪

儀
略
』
に
未
収
録
の
記
事
で
、
人
の
死
穢
や
無む

服ぶ
く

の
殤し

ょ
う（

七
歳
以
下
の
死
に
は
喪
に
服
さ
な
い
こ
と
）
を
始
め
、

弔
喪
・
産
穢
・
月
経
等
の
穢
れ
の
心
得
で
あ
る
「
触
穢
」
と
、
近
親
者
の
死
去
に
際
し
て
の
服
喪
の
作
法
な
ど
を

記
し
た
「
服
仮
」
の
記
事
で
あ
る
。

庶
人
喪
儀
式
（
し
ょ
に
ん
　

そ
う
ぎ
し
き

）
古
川
躬
行
（
汲
古
堂
）
作
。
明
治
5
年
（1872
）
冬
刊
。
著
者
（
汲
古
堂
）
蔵
板
。［
大

阪
］
鹿
田
静
七
ほ
か
売
出
。　

▽
庶
民
向
け
に
神
葬
の
基
本
を
記
し
た
平
易
な
葬
祭
書
。
神
葬
が
「
我
国
ノ
風ふ

儀り

ニ
テ
葬
祭
ヲ
行な

す

」
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
国
風
は
も
と
も
と
「
諸も

の
ご
と事

煩わ
ず
ら
わ
し

雑
カ
ラ
ズ
質す

な
お直

ニ
簡こ

と
す
く
な易

カ
リ
シ
」
も
の
で

あ
っ
た
が
、「
儒
仏
ノ
教い

で
き起

テ
華か

ざ
り飾

ヲ
ノ
ミ
尚た

つ
とブ

事
ト
ハ
成
タ
リ
」
と
現
状
を
憂
え
、「
葬
祭
モ
古む

か
し昔

に
復か

え

シ
テ
簡こ

と

便す
く
なニ

敦あ

厚つ

ク
行な

す

ベ
キ
事
第
一
ノ
心
得
ナ
リ
」
と
日
本
古
来
の
神
葬
に
基
づ
く
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、「
恣
ニ
肉
ヲ

食
ヒ
、
酒
ヲ
飲
、
無ふ

ぎ
ょ
う
ぎ頼

ナ
ル
ヲ
神
葬
ト
思
フ
事
勿
レ
」
と
明
言
し
、
近
親
者
は
も
ち
ろ
ん
人
の
死
去
に
際
し
て

「
哀

か
な
し
む
こ
こ
ろ

情
」
が
な
い
の
は
人
の
道
で
は
な
い
と
説
く
。
こ
れ
以
下
の
本
文
は
概
ね
『
喪
儀
略
』
の
骨
子
。
挿
絵
4
丁

分
（
木か

り
じ
る
し標

・
諄の

り
と詞

・
榊
・
結
灯
台
、
霊
璽
・
机
、
臥ね

棺が
ん

・
盖ふ

た

・
坐
棺
、
霊
祭
図
、
墓
碑
な
ど
）
を
掲
げ
る
。

上
等
葬
祭
図
式
（
じ
ょ
う
と
う
そ

う
さ
い
ず
し
き

）
常と

こ

世よ

長
胤
（
常
住
敬
吉･

栄
木
廼
舎
）
作
。
明
治
7
年
（1874

）
春
刊
。［
東
京
］

栄
木
廼
舎
（
著
者
）
蔵
板
。［
東
京
］
中
村
佐
助
ほ
か
売
出
。　

▽
主
に
貴
人
向
け
の
神
葬
を
箇
条
書
き
に
記
し
、

多
く
の
図
解
を
交
え
て
解
説
し
た
葬
祭
書
。「
官
位
高
キ
人
等
ノ
葬
祭
ニ
係

あ
ず
か
りテ

数
あ
ま
た
た
び度

執と
り

擬ま
か
なヒ

タ
ル
記ふ

録み

等ど
も

ヲ
本

も
と
つ
だ
ね種

ト
シ
テ
目
安
ク
図
式
ニ
撰
定
」
し
た
と
し
、「
歛か

ん

具ぐ

及
祭
具
ノ
品
物
、
員
数
・
寸
法
ニ
至
ル
迄
、
万
事
際
ヤ
カ
ニ

記し
る
し

載の

ス
ル
ト
雖
モ
、
総
テ
失
費
ニ
関
係
ス
ル
事
物
ハ
、
其
分ほ

ど
ほ
ど限

ニ
応
テ
増
補
・
節
略
ス
ル
コ
ト
喪
主
ノ
意
ニ
任

ス
ベ
シ
」
と
述
べ
、
本
書
で
示
し
た
も
の
が
一
つ
の
目
安
で
あ
り
、
喪
主
の
事
情
に
即
し
て
適
宜
判
断
す
べ
き
と

断
る
。
葬
祭
は
神
職
等
に
全
面
的
に
任
せ
よ
と
説
い
た
後
、
葬
祭
の
手
順
、
神
官
な
ら
び
に
教
導
職
等
の
役
割
や

招
魂
祭
・
葬
祭
の
基
本
的
な
心
得
を
示
し
、
招
魂
祭
・
地
鎮
祭
・
入
棺
・
発
葬
祭
・
葬
所
祭
・
墓
所
・
見み

そ
ぎ滌

禊は
ら
え祓

・
葬
後
霊
祭
・
追
祭
に
つ
い
て
、
儀
式
の
段
取
り
や
必
要
な
準
備
に
つ
い
て
順
々
に
説
明
し
、
適
宜
、
葬
祭

具
や
祭
場
風
景
な
ど
の
図
解
を
多
く
掲
げ
る
。

喪
儀
略（
84
巻
）

増
訂
喪
儀
略（
84
巻
）

庶
人
喪
儀
式（
84
巻
）

収録内容紹介 ＊見本縮小
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葬
儀
心
得
大
意（
そ
う
ぎ
こ
こ

ろ
え
た
い
い

）新
田
邦
光（
竹
沢
寛
三
郎
）作
。
明
治
11
年
3
月
刊
。［
東

京
］
山
田
亀
一
郎
板
。　

▽
神
道
修
成
派
の
門
人
向
け
に
編
ま
れ
出
版
さ
れ
た
、
表
紙

と
も
全
10
丁
の
簡
易
な
葬
儀
心
得
書
。
同
派
の
教
祖
、
新
田
邦
光
が
慶
応
年
間
に
門
人

に
示
し
た
葬
儀
心
得
の
聞
書
を
後
に
校
訂
・
上
梓
し
た
。
邦
光
の
心
得
は
全
14
項
か
ら

成
り
、
①
生
死
は
表
裏
で
あ
り
、
吉
凶
循
環
が
当
然
の
理
で
あ
る
、
②
生
は
当
世
へ
の

来
臨
、
死
は
幽
界
へ
の
帰
去
で
あ
り
、
懇
篤
を
尽
く
し
て
死
者
を
送
る
べ
き
で
、
葬
儀

に
は
己
の
真
情
を
竭つ

く

せ
、
⑤
仏
式
の
葬
祭
に
は
神
代
以
来
の
伝
統
も
多
く
、
仏
葬
を
神

葬
に
改
め
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
、
⑪
私
が
説
く
神
道
修
成
派
の
法
に
従
っ
て
葬
儀

を
行
え
ば
死
者
の
霊
は
神
と
な
る
、
⑫
墓
に
は
木
を
植
え
よ
、
世
間
の
火
葬
は
野
蛮
だ

か
ら
決
し
て
用
い
る
な
、
⑬
眼
前
の
神
道
の
葬
法
を
無
視
し
て
外
国
の
葬
法
を
用
い
る

な
、
⑭
祝
詞
の
奏
上
が
望
ま
し
い
が
、
死
者
の
行
状
を
懇
切
に
記
し
た
俗
文
で
も
よ
い
、

な
ど
。
末
尾
の
増
補
は
、
天
皇
と
同
様
に
皇
国
民
が
全
て
神
葬
に
す
べ
き
こ
と
や
、
神

道
教
導
職
が
葬
儀
に
際
し
て
金
品
を
得
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
説
く
。

■
第
85
巻
【
漢
学
（
語
録
）】（
収
録
1
点
）

言
志
四
録
（
言
志
録･

言
志
後
録･

言
志
晩
録･

言
志
耋
録
）（
げ
ん
し
し
ろ
く
／
げ
ん
し

ろ
く
・
げ
ん
し
こ
う
ろ

く
・
げ
ん
し
ば
ん
ろ

く
・
げ
ん
し
て
つ
ろ
く

）
佐
藤
一
斎
（
坦
・
信
行
・
捨
蔵
・
大
道
・
愛
日
楼
・
老
吾
軒
）
作
。【
言

志
録
】文
政
13
年
8
月
初
刊（［
江
戸
］須
原
屋
佐
助
板
）。［
江
戸
］和
泉
屋
吉
兵
衛（
名

山
閣
）
板
。　
【
後
録
】
天
保
8
年
初
刊
。［
江
戸
］
和
泉
屋
吉
兵
衛
板
。　
【
晩
録
】

嘉
永
3
年
（1850

）
9
月
初
刊
。［
江
戸
］
有
乎
爾
斎
（
渡
辺
氏
カ
）
板
。　
【
耋
録
】

嘉
永
7
年
2
月
初
刊
。［
江
戸
］
有
乎
爾
斎
板
。　

▽
「
言
志
四
録
」
は
一
斎
が
晩
年

の
40
余
年
に
わ
た
っ
て
書
い
た
語
録
（
総1133

条
）
で
『
言
志
録
』『
言
志
後
録
』『
言

志
晩
録
』『
言
志
耋
録
』
4
冊
の
総
称
。
内
容
は
自
身
の
志
に
資
す
る
事
柄
を
、
自
戒

の
念
も
込
め
て
折
々
書
き
記
し
た
漢
文
体
随
筆
。わ
が
国
語
録
中
の
白
眉
と
言
わ
れ
る
。

主
な
内
容
は
、『
言
志
録
』
は
、「
運
命
は
既
に
定
ま
る
」
か
ら
「
数
理
の
秘
」
ま
で
の

運
命
論
・
宿
命
論
で
、
天
意
・
天
道
・
窮
理
・
天
命
、
本
然
の
性
・
心
、
学
問
・
学
者
、

寛
容
、
修
己
治
人
、
君
臣
・
為
政
者
・
重
臣
、
生
死
・
霊
魂
、
欲
望
、
教
育
な
ど
。『
後

録
』
は
、「
斃
れ
て
後
已
む
」
か
ら
「
古
人
を
心
友
と
す
る
」
ま
で
の
儒
学
を
学
ぶ
心

得
で
、
養
生
・
身
体
、
儒
学
と
実
践
・
言
行
一
致
、
君
子
・
小
人
、
書
物
、
子
弟
教
育
・

躾
な
ど
。『
晩
録
』
は
、「
学
問
と
政
治
」
か
ら
「
真
我
脱
―
真
実
の
自
己
」
ま
で
で
、

儒
学
・
日
本
の
宋
学
、
講
義
・
学
問
、
武
士
・
兵
法
、
治
世
・
乱
世
、
家
庭
倫
理
、
老

人
、
医
者
・
養
生
な
ど
。『
耋
録
』
は
、「
学
問
の
道
」
か
ら
「
臨
終
の
心
得
」
ま
で
で
、

学
問
、
立
志
、
心
の
霊
性
、
感
応
、
処
世
法
、
毀
誉
、
君
主
・
官
吏
、
訴
訟
、
老
人
心

得
・
養
生
法
、
臨
終
心
得
な
ど
。

上
等
葬
祭
図
式（
84
巻
）

葬儀心得大意（84 巻）

（85 巻）
言志後録
言志晩録
言志耋録

江戸時代庶民文庫〈第２期〉第 5回配本 全５巻（第81～85巻）＊ 2020 年 5月刊

＊各巻
分売可
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今
日
「
江
戸
時
代
」
へ
の
関
心
、
注
視
の
度
合
い
は
高
ま
る
ば
か
り

で
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
庶
民
教
育
の
普
及
に
よ
る
識
字
率
の
向
上
、

ま
た
、
印
刷
技
術
の
進
歩
や
出
版
活
動
の
隆
盛
に
伴
う
書
籍
の
流
通
、

そ
し
て
そ
れ
ら
を
可
能
に
し
た
全
国
的
な
交
通
網
の
整
備
、
流
通
の
拡

大
、
社
会
経
済
の
発
展
な
ど
に
よ
り
、
庶
民
階
級
が
台
頭
し
、
そ
れ
ま

で
の
公
家
・
僧
侶
・
武
家
文
化
と
異
な
る
独
自
の
文
化
が
展
開
し
ま
し

た
。
庶
民
の
「
俗
」
文
化
が
上
流
社
会
の
「
雅
」
文
化
を
取
り
こ
み
な

が
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
発
展
し
て
い
っ
た
江
戸
時
代
に
、
現
代
に
続
く

日
本
の
伝
統
文
化
の
大
半
が
形
成
さ
れ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

第 6回
（2020 年 11 月予定）

86
巻
【
学
問
】（
収
録
3
点
）　
〈
一
覧
博
識
〉学
問
自
在（
如
蘆
山
人
作
・
序
）、
文
教
温
故（
山
崎
美
成
作･

序
）
ほ
か

87
巻
【
茶
道
】（
収
録
4
点
）　

こ
の
め
の
説（
古
能
免
乃
説･

木
芽
説
）（
前
田
夏
蔭
作･

跋
）、
茶
道
早
合
点（
珍
阿
作
・
序
。
萩
箸
叟
跋
）、
煎
茶
早
指
南［
自
辨
茶
略
］（
柳
下
亭
嵐
翠
作
）
ほ
か

88
巻
【
天
文
】（
収
録
1
点
）　
〈
運
気
暦
術
〉天
文
図
解

89
巻
【
医
学（
救
急・
看
護
他
）】（
収
録
5
点
）　

看
病
手
引
歌（
霊
応
作
）、
急
救
医
法［
賜
民
薬
方
・
救
民
薬
方
録
］（
阿
部
正
興
作
・
序
・
跋
）、〈
長
生
法
附
録
〉救
急
法
、
古
方
便
覧（
六
角
重
任
作
・

書
。
吉
益
東
洞
校
・
序
）
ほ
か

90
巻
【
商
業（
道
徳
）】（
収
録
2
点
）　

商
人
生
業
鑑（
弘
化
板
）（
岩
垣
光
定
作･

序･

跋
。
守
岡
光
信
画
）、
家
業
道
徳
論（
河
田
正
矩
作
）

第 7回
（2021 年 5 月予定）

91
巻
【
商
業（
名
鑑
他
）】（
収
録
2
点
）　

町
人
考
見
録（
三
井
高
房
作
）、
諸
国
道
中
商
人
鑑

92
巻
【
語
源
辞
書
】（
収
録
1
点
）　

日
本
釈
名（
貝
原
篤
信
編
・
序
。
松
下
見
林
序
）

93
巻
【
書
道
】（
収
録
2
点
）　

東
江
先
生
書
話（
沢
田
東
江
作
述
。
橋
圭
橘
編
・
自
序
。
井
純
卿
金
峩
・
蚊
田
御
風
序
。
田
世
璉
・
関
脩
齢
跋
）、
臨
池
求
源
鈔（
鈴
木

正
真
作
・
書
。
独
清
軒
序
）

94
巻
【
伝
記
】（
収
録
10
点
）　

孝
連
人
物
考
〈
和
合
編
〉（
菅
原
友
山
作
・
序
）、
越
後
孝
婦
伝（
林
愿
作
。
篠
本
為
直
書
。
相
田
政
雋
跋
）、
菅
神
廟
碑
銘
解（
田
沼
謙

注･

序
。
服
部
政
世
跋
。
小
山
梧
岡･

福
田
敬
業
題
字
。
福
田
半
香
画
）、
義
士
夜
討
高
名
咄（
承
天
則
地
作
）、〈
江
州
日
野
〉孝
子
善
治
行
状（
門
坂
善
太
郎
作･

序
。
脇
坂
義
堂
跋
）、

〈
朝
師
〉紀
季
録［
加
賀
阿
闍
梨
日
朝
大
上
人
紀
年
録
］（
一
乗
舎
黙
翁
作
・
序
）、
和
漢
廿
四
孝（
柳
下
亭
種
員
作
。
歌
川
広
重
2
世
画
。
房
種
画
）
ほ
か

95
巻
【
医
学（
養
生
）】（
収
録
2
点
）　
〈
按
腹
鍼
術
〉按
摩
手
引（
藤
林
良
伯
作
）、
こ
け
ぬ
杖［
古
計
努
津
兄
・〈
長
生
要
術
〉姑
計
怒
通
依（
故
家
努
豆
恵
）］（
山
口
重
匡
作
・
序
。
橘
南
谿
校
）

第 8回
（2021 年 11 月予定）

96
巻
【
測
量
】（
収
録
4
点
）　

見
立
算
規
矩
分
等
集（
万
尾
時
春
作
・
序
）、
量
地
円
起
方
成
後
編〈
廻
分
見
〉（
剣
持
章
行
作
。
門
人
校
訂
）、
量
地
図
説（
甲
斐
駒
蔵
編
。
長
谷
川
善
左
衛
門
閲
。
小

野
友
五
郎
校
。
安
倍
勘
司
・
鈴
木
金
六
郎
序
。
富
田
彦
蔵
跋
）、〈
六
分
円
器
〉量
地
手
引
草（
村
田
如
訥
編
）
ほ
か

97
巻
【
キ
リ
ス
ト
教（
排
斥
）】（
収
録
5
点
）　

杞
憂
小
言（
淮
水
南
渓
作
）、
斥
邪
漫
筆･

斥
邪
二
筆（
深
慨
隠
士
作･

序･

校
。
憂
国
野
叟
校
）、〈
新
撰
〉斥
耶
蘇（
阿
満
得
聞
作
）、
破
吉
利
支
丹［
破

鬼
理
死
端
］（
鈴
木
正
三
作
）
ほ
か

98
巻
【
神
道
】（
収
録
6
点
）　
〈
小
社
探
買
詞
評
〉神
路
の
手
向
草
・
小
社
探
三
段
評（
今
西
洪
克
作
・
序
）、〈
絵
入
〉神
路
の
手
引
艸（
増
穂
残
口
作
・
序
）、
神
道
道
し
る
べ（
初
編
）（
野
々
口
隆
正
作
）、

神
民
須
知（
天
明
5
年
）（
小
佐
野
某
作
）、〈
幸
神
〉阡
陌
の
立
石（
玉
田
永
教
作
。
佳
信
画
）
ほ
か

99
巻
【
本
草
・
植
物
】（
収
録
2
点
）　
〈
草
形
出
生
〉草
花
絵
全
書（
伊
藤
伊
兵
衛
四
世
作
・
画
）、
本
草
図
譜（
文
政
板
）（
岩
崎
常
正
作
・
序
。
岡
田
清
福
画
）

100
巻
【
画
譜
】（
収
録
3
点
）　

半
山
画
譜（
全
3
巻
・
別
本
1
冊
）（
松
川
半
山
画
）、〈
花
鳥
山
水
〉北
樹
画
譜（
葛
飾
北
樹
画
。
漆
園
董
義
序
）、
光
信
画
譜［
絵
本
集
草
］（
長
谷
川
光
信
・
岡
山
繁
信
画
）

江戸時代庶民文庫〈第２期〉第 6～ 8回配本（第86～100巻）
収録内容（予定）

ご希望の巻を選んで
お求めになれます！

＊この収録資料一覧は現在予定されている書目です。新発見史料に差替えなど、
変更する場合がありますのでご了解ください。

江戸時代の魅力

　さらに広がる

◆各配本５巻収録

＊各巻
分売可

　
『
江
戸
時
代
庶
民
文
庫
』
は
、
当
代
庶
民
の
生
き
る
知
恵
と
技
術
、

生
活
の
実
相
を
知
る
基
本
的
か
つ
貴
重
な
史
料
を
影
印
集
録
す
る
叢
書

と
し
て
全
60
巻
・
別
巻
一
が
刊
行
さ
れ
（
２
０
１
２
～
１
６
）
幸
い
に
も
江

湖
に
好
評
裡
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
見
る
べ
き
残
す
べ
き
価

値
が
あ
り
「
発
見
」
が
待
た
れ
て
い
る
分
野
や
資
料
は
汲
み
尽
せ
な
い

ほ
ど
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
第
二
期
（
第
61
～
100
巻
）
を
継
続
発
刊
し
、

本
文
庫
が
江
戸
時
代
史
料
の
一
層
充
実
し
た
宝
庫
と
し
て
広
く
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

平
成
三
〇
年
六
月   　
　
　
　
　
　
　
　

大
空
社
出
版

『
江
戸
時
代
庶
民
文
庫
』
第
２
期　

刊
行
に
あ
た
っ
て
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〈各巻価格表〉　　体裁：A5判・上製・クロス装

✓巻 ［ジャンル］収録資料点数 /内容（頁数） ISBN 本体価格
（税抜）

1 巻［女性百科］女芸文三才図会（540頁） 978-4-86688-001-3 19,000円
2 巻［女子教訓］2 点 / 女要訓和歌文庫他（280頁） 978-4-86688-002-0 9,500円
3 巻［語彙］2 点 / 万宝女節用罌粟嚢（350頁） 978-4-86688-003-7 12,000円
4 巻［女子教訓］3 点 / 婦人教訓・女今川伊呂波文他（290頁）978-4-86688-004-4 10,000円
5 巻［風俗・遊女］3 点 / 漫画百女他（330頁） 978-4-86688-005-1 11,500円
6 巻［諸芸］4 点 / 当流謡指南抄他（300頁） 978-4-86688-006-8 10,000円
7 巻［暦占］3 点 / 天竺霊感観音籤他（290頁） 978-4-86688-007-5 10,000円
8 巻［遊戯］5 点 / 秘事百撰・前編他（380頁） 978-4-86688-008-2 13,000円
9 巻［仏教（臨終行儀）］3 点 / 孝養集他（510頁） 978-4-86688-009-9 18,000円
10 巻［仏教（往生）］3 点 / 女人往生章他（320頁） 978-4-86688-010-5 11,500円
11 巻［仏教（仏教一般）］4 点 / 孝子善之丞感得伝他（320頁） 978-4-86688-011-2 11,500円
12 巻［仏教（放生）］6 点 / 商家繁盛・農家豊作・重宝記他（450頁）978-4-86688-012-9 16,000円
13 巻［語彙（通俗辞書）］3 点 / 畳辞訓解他（330頁） 978-4-86688-013-6 11,500円
14 巻［語彙（通俗辞書）］4 点 / 寺子節用錦袋鑑他（390頁） 978-4-86688-014-3 13,500円
15 巻［俚諺（俚諺一般）］4 点 / 漢語大和故事他（400頁） 978-4-86688-015-0 14,000円
16 巻［俚諺（道歌等）］2 点 / 和漢詞徳抄他（330頁） 978-4-86688-016-7 12,000円
17 巻［養生］6 点 / 養性百種他（430頁） 978-4-86688-017-4 15,500円
18 巻［養生］5 点 / 病家示訓他（460頁） 978-4-86688-018-1 16,500円
19 巻［産育］4 点 / 児相素見他（430頁） 978-4-86688-019-8 15,500円
20 巻［産育］6 点 / 老婆心書他（510頁） 978-4-86688-020-4 18,500円
21 巻［教訓］5 点 / 善悪道中独案内他（380頁） 978-4-86688-021-1 13,500円
22 巻［教訓］4 点 / むかしありしこと他（310頁） 978-4-86688-022-8 11,000円
23 巻［教訓］3 点 / 農家童子訓・海隅田舎草紙他（430頁） 978-4-86688-023-5 15,000円
24 巻［教訓］2 点 / 忠孝道の栞他（400頁） 978-4-86688-024-2 14,500円
25 巻［家政］3 点 / 万宝智恵袋他（310頁） 978-4-86688-025-9 11,500円
26 巻［家政］2 点 / 大全針刺宝他（480頁） 978-4-86688-026-6 18,000円
27 巻［家政］錦嚢智術全書（一～三冊）（340頁） 978-4-86688-027-3 12,500円
28 巻［家政］錦嚢智術全書（四～七冊）（320頁） 978-4-86688-028-0 11,500円
29 巻［家政］4 点 / 料理秘伝抄他（320頁） 978-4-86688-029-7 12,500円
30 巻［教訓］2 点 / 民家分量記他（490頁） 978-4-86688-030-3 18,000円
31 巻［教訓］4 点 / 貝原先生家訓他（320頁） 978-4-86688-031-0 12,000円
32 巻［教訓］訓蒙勧孝禄（520頁） 978-4-86688-032-7 19,000円
33 巻［教訓］4 点 / 堪忍袋他（340頁） 978-4-86688-033-4 13,000円
34 巻［教訓］5 点 / ふみ鏡他（360頁） 978-4-86688-034-1 14,000円
35 巻［教訓］4 点 / 利運談他（380頁） 978-4-86688-035-8 14,500円
36 巻［教訓］5 点 / 童子常の心得他（360頁） 978-4-86688-036-5 14,000円
37 巻［語彙］6 点 / 古版字尽他（320頁） 978-4-86688-037-2 12,000円
38 巻［語彙］世説故事苑（380頁） 978-4-86688-038-9 14,500円
39 巻［語彙］事物異名類編（380頁） 978-4-86688-039-6 15,000円
40 巻［年代記］3 点 / 日本・唐土・二千年袖鑒他（380頁） 978-4-86688-040-2 15,000円
41 巻［法令・教諭］4 点 / 御当家御制法他（340頁） 978-4-86688-041-9 13,000円
42 巻［法令・教諭］6 点 / 父母状講釈他（320頁） 978-4-86688-042-6 12,000円
43 巻［礼法］2 点 / 三礼口訣他（330頁） 978-4-86688-043-3 12,500円
44 巻［礼法］2 点 / 日用贈答・書札辨惑集他（410頁） 978-4-86688-044-0 15,000円
45 巻［教訓］主従心得草（初・二編）（480頁） 978-4-86688-045-7 17,500円
46 巻［教訓］主従心得草（三～五編）（570頁） 978-4-86688-046-4 21,000円
47 巻［教訓］6 点 / 絵本清水の池他（330頁） 978-4-86688-047-1 12,000円
48 巻［教訓］7 点 / 教訓・拾ひ歌他（320頁） 978-4-86688-048-8 12,000円
49 巻［教育］3 点 / 武小学他（390頁） 978-4-86688-049-5 15,000円
50 巻［教育］2 点 / 授業編他（400頁） 978-4-86688-050-1 15,500円
51 巻［教育］4 点 / 間合早学問他（350頁） 978-4-86688-051-8 13,500円
52 巻［地誌］2 点 / 人国記他（350頁） 978-4-86688-052-5 13,500円
53 巻［地誌］3 点 / 松島図誌他（440頁） 978-4-86688-053-2 16,500円
54 巻［外国地誌］増補・華夷通商考（460頁） 978-4-86688-054-9 14,000円
55 巻［外国地誌］坤輿図識・正編（310頁） 978-4-86688-055-6 12,000円
56 巻［外国地誌］坤輿図識・補編（400頁） 978-4-86688-056-3 15,000円
57 巻［教訓］為人鈔（一～五巻）（340頁） 978-4-86688-057-0 13,500円
58 巻［教訓］為人鈔（六～十巻）（350頁） 978-4-86688-058-7 13,000円
59 巻［救荒・防災］10 点 / 鎮火用心集他（360頁） 978-4-86688-059-4 14,000円
60 巻［神道］6 点 / 神風恵草他（450頁） 978-4-86688-060-0 17,500円
別巻「江戸庶民」の生活を知る（解題・索引）（660頁） 978-4-908926-02-0 28,000円

配 本 ISBN978-4- 本体価格
第 1 回（1 ～ 8 巻） 283-01002-4 95,000円
第 2 回（9 ～ 16 巻） 283-01003-1 108,000円
第 3 回（17 ～ 24 巻） 283-01004-8 120,000円
第 4 回（25 ～ 32 巻） 283-01005-5 115,000円
第 5 回（33 ～ 40 巻） 283-01006-2 112,000円
第 6 回（41 ～ 48 巻） 283-01007-9 115,000円
第 7 回（49 ～ 56 巻） 283-01008-6 115,000円
第 8 回（57 ～ 60 巻） 283-01009-3 58,000円

ジャンル・セット 巻 本体価格
（税別）

宗教（仏教・神道）
セット

［計 5巻］
9～12, 60 巻 74,500円

語彙 セット ［計 6巻］
3, 13, 14, 37～39 巻 78,500円

女性・女子 セット
（産育・家政他）

［計 11巻］
1, 2, 4, 5, 19, 20,
25～29 巻

150,000円

教訓 セット
［計 19巻］
2, 4, 21～24, 30～
36, 45～48, 57, 58 巻

267,000円

求めたい
巻・分野・内容
から選べます。

●たとえば
　　こんな組合せで…

…もちろん、この中の数冊でも…

●配本で順番に揃えるなら…

❖ご予算、目的に合わせて
　お求めください。

ご要望に応じ！

江戸時代庶民文庫 〈第１期〉全60巻・別巻 1

❖第１期＋第２期 （既刊分）

のジャンル組合せ例もあり
ます。 お問合せください。

11

＊各巻
分売可

★詳細案内進呈　ご請求を
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全５巻（第81～85巻）
＊ 2020 年 5月刊

	 　巻【ジャンル】（収録資料点数）	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	本体価格（税別）

	 81 巻【旅行・交通（海陸交通）】（2点）	 380 頁	 978-4-86688-081-5 17,000円
	 82 巻【災異（地震・救荒）】（7点）	 	 380 頁	 978-4-86688-082-2 17,000円

	 83 巻【仏教（般若心経）】（6点）	 	 430 頁	 978-4-86688-083-9 19,000円

	 84 巻【祭祀（葬祭）】（8点）	 	 400 頁	 978-4-86688-084-6 17,000円

	 85 巻【漢学（語録）】（1点）	 	 400 頁	 978-4-86688-085-3 17,000円

　　　全５巻揃（第 81～ 85 巻）　総約 1990 頁　978-4-86688-105-8　87,000円

〈
第
２
期
〉
既
刊

江戸時代の生活分野に関する
あらゆる研究に有益この上なし！

＊次回・第 6回配本（第 86 ～ 90 巻）　2020 年 11 月刊予定

◆
稀
覯
・
新
発
見
資
料
を
多
載

◇
挿
画
・
図
版
が
豊
富
な
史
料
を
多
載

◆
鮮
明
印
刷
の
版
本
「
影
印
版
」

江
戸
時
代
の
庶
民
生
活
の
諸
相
を

貴
重
な
版
本（
影
印
）で
見
せ
る

一
大
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書

収
録
分
野
・
領
域（
ジ
ャ
ン
ル
）が

さ
ら
に
多
彩
な
広
が
り
を
見
せ
る

・
お
取
扱
い

東京都北区中十条 4-3-2（〒114-0032）
TEL:03-5963-4451	/	FAX:03-5963-4461
eigyo@ozorasha.co.jp

学術資料出版

大空社出版
©OZORASHASHUPPAN 2020

［体裁］A5判・上製・クロス装

〈第２期〉第５回配本

＊各巻
分売可

★
既
刊
の
詳
細
案
内
進
呈　

下
記
へ
ご
請
求
を

〈第２期〉全 40 巻（第 61～100 巻＋別巻）

●全 8回配本● 2022 年 1月完結予定

〈第１期〉
全60巻・別巻 1

【主な収録分野】教育・道徳・民衆・
女性・子ども・老人・生活・風習・
社会・産業・職人・風俗・芸能・
医学・科学・経済・交通・宗教・
絵画・出版…の歴史、美術・イ
ラスト・デザインの素材…

www.ozorasha.co.jp
資料に命いのちを

作品に心こころを

形にして伝える。

＊	第２期には約 180 点の資料を収録、
	 総 16,000 ページ以上の予定です。

解題 小泉吉永（こいずみ
よしなが）

〈往来物研究家〉

【
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２
期
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録
の
ジ
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ル
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む
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ヴィジュアル資料
多数収載！

	 第 1 回配本　全５巻揃（61 ～ 65 巻）	総約 1810 頁	 978-4-86688-101-0 78,000円
　　＊2018 年6月刊

	 61 巻【園芸・飼育】（4点）	 320 頁	 978-4-86688-061-7 14,500円
	 62 巻【科学（化学・物理・理学）】（4点）	 450 頁	 978-4-86688-062-4 19,500円
	 63 巻【食養生】（2点）	 380 頁	 978-4-86688-063-1 16,200円
	 64 巻【料理・近代家政】（4点）	 350 頁	 978-4-86688-064-8 14,500円
	 65 巻【絵画（入門書）】（1点）	 310 頁	 978-4-86688-065-5 13,300円

	 第 2 回配本　全５巻揃（66 ～ 70 巻）	総約 2130 頁	 978-4-86688-102-7 88,000円
　　＊2018 年11 月刊

	 66 巻【笑話・小咄】（4点）	 350 頁	 978-4-86688-066-2 14,800円
	 67 巻【物産】（2点）	 590 頁	 978-4-86688-067-9 23,400円
	 68 巻【歌謡】（7点）	 320 頁	 978-4-86688-068-6 14,000円
	 69 巻【教育・学問】（4点）	 390 頁	 978-4-86688-069-3 16,200円
	 70 巻【人物辞典】（1点）	 480 頁	 978-4-86688-070-9 19,600円

	 第 3 回配本　全５巻揃（71 ～ 75 巻）	総約 2180 頁	 978-4-86688-103-4 96,000円
　　＊2019 年4月刊

	 71 巻【戯文】（16点）	 520 頁	 978-4-86688-071-6 22,500円
	 72 巻【故事・俗説】（2点）	 430 頁	 978-4-86688-072-3 19,000円
	 73 巻【仏教】（4点）	 470 頁	 978-4-86688-073-0 20,000円
	 74 巻【農業】（5点）	 420 頁	 978-4-86688-074-7 18,500円
	 75 巻【絵本】（2点）	 340 頁	 978-4-86688-075-4 16,000円

	 第 4 回配本　全５巻揃（76 ～ 80 巻）	総約 2200 頁	 978-4-86688-104-1 96,500円
　　＊2019 年10 月刊

	 76 巻【建築】（3点）	 400 頁	 978-4-86688-076-1 18,500円
	 77 巻【紀行】（4点）	 390 頁	 978-4-86688-077-8 18,500円
	 78 巻【暦】（5点）	 440 頁	 978-4-86688-078-5 19,000円
	 79 巻【気象】（5点）	 610 頁	 978-4-86688-079-2 24,500円
	 80 巻【地方・経済】（3点）	 360 頁	 978-4-86688-080-8 16,000円

●好評発売中
＊本パンフレット
　11 ページに
　全巻一覧があります。


